
単位：ＣＯ₂

2022年度現況 2030年度目標

積極的に取り組んでいる 696kg 830kg 134kg

負担にならない程度に取り組んでいる 563kg 696kg 134kg

取り組んでいない（今後取り組む予定含む） 0kg 0kg 0kg

取組実施による削減量
家庭での省エネの工夫への取組状況

現況と目標との差
（現況から更に削減に
取り組んでほしい量）

・ 区のＣＯ₂排出量は、２０２２年度時点で、１７３．２万t-ＣＯ₂、そのうち、家庭部門が占める割合は５３．１％で、排出量は９２万t-ＣＯ₂（前回審議会資料２より）

・ 仮に、２０２２年度の家庭部門の排出量を同年の世帯数で割ると、一世帯あたりの年間排出量は約２．４t-ＣＯ₂

１ 練馬区の排出量

・ 各家庭において省エネの工夫（別紙１－２）を実施することで、年間約１ｔ-ＣＯ₂の削減が可能 ⇒区民一人ひとりの行動が大きな削減効果を生む

・ＣＯ₂削減量の推計は、２０２２年度現況で１８．７万t-ＣＯ₂、２０３０年度目標は２８．１万t-ＣＯ₂であり、その差９．４万ｔ-ＣＯ₂を今後削減する。
・目標達成に向け、一世帯あたりのＣＯ₂削減量を高めるとともに、家庭での省エネの工夫に取り組む世帯の割合を高めていく必要がある。

・ 練馬区環境基本計画２０２３では、２０５０年ＣＯ₂排出実質ゼロ、脱炭素社会実現という長期標に向けたマイルストーンとして、ＣＯ₂排出量を２０３０年度までに
１１６．９万t-ＣＯ₂（２０１９年度現状値から、あと５８．８万t-ＣＯ₂削減）以下にすることを目標にしている。

・ 目標達成のためには、区内のＣＯ₂排出量の５割以上を占める家庭部門由来のＣＯ₂排出量の削減が不可欠である。

・ 家庭部門のＣＯ₂削減目標（１０．４万ｔ-ＣＯ₂）のうち、「環境に配慮したライフスタイルの推進」により９．４万ｔ-ＣＯ₂の削減を目指している。

２ 練馬区のＣＯ₂削減目標

３ 「環境に配慮したライフスタイルの推進」による９．４万t-ＣＯ₂の削減目標について

４ ９．４万t-ＣＯ₂削減のための具体的な取組

練馬区における温室効果ガス（ＣＯ₂）排出量と削減目標について 別紙１-１

※1 練馬区環境基本計画２０２３を基に作成

⑴ ９．４万t－ＣＯ₂の考え方 ⑶ 全世帯に占める省エネの工夫取組状況別の構成比（推定）

２０２２年度現況 ２０３０年度目標

⑵ 家庭での省エネの工夫取組状況別の削減量と目標量（推定）

積極的
負担になら
ない程度

取り組んでいない

取り組んでいない

負担にならない程度

積極的

※2 世帯数および家庭での省エネ工夫100％実施による削減量（955.1kg-CO₂は固定）
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